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八
年
前
、♪
は
る
ば
る
来
た
ぜ

沖
縄
へ
…
と
ル
ン
ル
ン
気
分
で
空
港
に

降
り
た
っ
た
。
棲
家
を
探
す
た
め
一
年

以
上
前
か
ら
何
度
も
降
り
た
っ
て
い

る
空
港
だ
が
、今
日
は
格
別
だ
。で
も

こ
の
時
、終
の
棲
家
と
す
る
つ
も
り
は

な
か
っ
た
。 

　
当
時
、「
あ
な
た
沖
縄
病
？
」
と
聞

か
れ
た
。
沖
縄
病
の
意
味
が
良
く
分

か
ら
な
い
の
で
、「
い
い
え
糖
尿
病
で
す
」

と
答
え
て
い
た
が
、沖
縄
を
選
ん
だ
理

由
の
一つ
に
、転
地
療
法
が
あ
っ
た
。 

　
八
年
後
の
今
、女
房
の
喘
息
は
ピ
タ

リ
と
鳴
り
を
静
め
、私
の
花
粉
症
も

何
処
か
へ
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
喘

息
は
、季
節
の
変
わ
り
目
に
引
く
風

邪
が
引
き
金
に
な
る
こ
と
が
多
い
。四

季
で
な
く
二
季（
？
）の
沖
縄
で
は
、風

邪
を
引
く
回
数
が
少
な
い
か
ら
か
も

知
れ
な
い
。
花
粉
症
は
元
と
な
る
杉

が
こ
こ
に
は
無
い
。
症
状
が
出
た
く
て

も
出
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。一
方
糖
尿

病
は
、転
地
療
法
で
治
る
代
物
で
は

な
か
っ
た
。ト
ホ
ホ
ホ
…
。 

　
「
わ
た
し
沖
縄
病
で
す
」
と
公
言

す
る
輩
が
定
住
目
的
で
、毎
年
二
万

人
位
訪
れ
る
と
い
う
。で
も
住
み
つ
く

の
は
一
割
程
度
。ワ
ン
サ
カ
く
る
割
に

は
定
住
率
が
悪
い
。
沖
縄
仮
病
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
本
当
の
沖
縄
病
は
掛
か
っ

た
ら
治
ら
な
い
。
私
も
こ
こ
が
終
の
棲

家
と
な
り
そ
う
だ
。 

　
八
年
前
、来
た
ば
か
り
の
頃
「
な
ん

で
そ
ん
な
に
早
足
で
歩
く
の
サ
ー
？
」

と
聞
か
れ
た
。
八
年
後
の
今
、久
々
に

帰
省
し
た
東
京
の
雑
踏
の
中
、突
き

飛
ば
さ
れ
な
が
ら
歩
く
自
分
が
い
た
。 

　
「
ま
っ
た
く
東
京
っ
て
、な
ん
で
こ
ん

な
に
忙
し
い
人
間
が
多
い
ん
だ
。
狭
い

日
本
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
へ
行
く
」
。

あ
〜
あ
〜
、と
う
と
う
沖
縄
の
ヨ
ン
ナ

ヨ
ン
ナ
ペ
ー
ス
に
は
ま
っ
た
か
。 

　
八
年
前
、旅
立
つ
私
に
「
広
い
日
本
、

よ
り
に
よ
っ
て
、ど
う
し
て
沖
縄
な
ん

だ
？
」
と
聞
か
れ
た
。
八
年
後
の
今
、

訪
れ
た
友
に
「
あ
こ
が
れ
の
地
で
、何

や
っ
て
ん
の
か
と
思
え
ば
、ご
み
拾
い
か

よ
」
と
言
わ
れ
る
。「
ち
り
だ
け
で
な

く
犬
や
猫
ま
で
、な
ん
で
ポ
イ
ポ
イ
捨

て
る
ん
だ
。ワ
ジ
ワ
ジ
ー
」
。で
も
ち
り

拾
い
も
八
年
続
け
れ
ば
フ
ラ
ー
を
通

り
越
し
て
、奇
特
な
人
と
思
わ
れ
た

ら
し
い
。
沖
縄
総
合
事
務
局
か
ら
表

彰
さ
れ
た
。イ
ッ
ペ
ー
、ニ
ヘ
ー
デ
ー
ビ
ル
。 

　
八
年
前
、沖
縄
戦
を
少
々
知
る
の

み
で
、歴
史
・
文
化
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
か
っ
た
。
観
光
雑
誌
に
、農
業
神
事

に
は
ミ
ル
ク
神
が
登
場
す
る
と
書
い
て

あ
っ
た
。エ
ー
ッ
！
沖
縄
に
は
牛
乳
の

神
様
が
い
る
の
ー
？
八
年
後
の
今
、訪

れ
る
観
光
客
に
名
所
旧
跡
の
案
内
を

し
て
い
る
。そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、恐
れ

多
く
も
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
ー
を
前
に
、沖

縄
の
自
然
神
・
遠
祖
先
神
の
説
明
ま

で
し
て
い
る
。
本
土
の
人
達
に
忘
れ
去

ら
れ
た
神
々
が
、こ
こ
で
は
人
々
の
心

の
中
に
宿
っ
て
い
る
。
多
く
の
ヤ
マ
ト
ン

チ
ュ
ー
は
、天
照
皇
大
神
を
祀
る
神
社

神
道
の
神
し
か
知
ら
な
い
。で
も
「
テ

ン
シ
ョ
ウ
コ
ウ
タ
イ
ジ
ン
っ
て
何
サ
ー
？
」

と
聞
か
れ
た
と
き
は
慌
て
た
。
し
か

し
ミ
ル
ク
神
を
牛
乳
の
神
と
間
違
え

た
自
分
と
大
差
は
な
い
。 

　
八
年
前
、ウ
ミ
ガ
メ
が
爬
虫
類
だ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
本
土
に
も
水
族

館
は
数
多
く
あ
る
。で
も
ウ
ミ
ガ
メ
が

い
る
水
族
館
は
少
な
い
。八
年
後
の
今
、

そ
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
活
動
を
し
て
い

る
。「
ウ
ミ
ガ
メ
は
満
月
の
と
き
産
卵

す
る
ん
で
し
ょ
？
」
と
聞
か
れ
る
。
残

念
な
が
ら
月
の
満
ち
欠
け
、大
潮
・
小

潮
は
関
係
な
い
。
満
月
の
産
卵
は
サ
ン

ゴ
だ
。サ
ン
ゴ
は
自
分
の
子
孫
を
一つ
で

も
多
く
残
す
た
め
、バ
ン
ド
ラ（
卵
・
精

子
が
入
っ
た
カ
プ
セ
ル
）を
遠
く
に
運

ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、そ
の
条

件
が
適
う
満
月（
大
潮
）に
産
卵
す
る
。 

　
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
は
四
〜

九
月
。
産
卵
は
ほ
と
ん
ど
深
夜
に
行

わ
れ
る
。
昔
な
ら
オ
バ
ケ
か
泥
棒
し
か

起
き
て
い
な
い
、草
木
も
眠
る
丑
三
つ

時
、声
を
殺
し
、た
だ
ひ
た
す
ら
産
卵

を
見
守
る
。
産
卵
周
期
は
十
四
日
。

例
え
ば
一
日
に
産
卵
し
た
ら
十
四
日

後
再
び
産
卵
す
る
。一
匹
が
一
年
に
産

卵
す
る
回
数
は
、四
〜
五
回
。一
度
に

産
む
数
は
約
百
個
。
年
間
約
五
百
個

の
卵
を
産
む
が
、生
き
残
れ
る
の
は
三

千
分
の
一
と
も
そ
れ
以
上
と
も
言
わ

れ
る
。一
匹
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
六
年
間
卵

を
生
み
続
け
、残
る
子
孫
は
た
っ
た
の

一
匹
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
然

界
の
厳
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

　
で
も
沖
縄
で
は
、「
ウ
ミ
ガ
メ
は
食
べ

る
た
め
の
水
産
資
源
で
、保
護
の
対

象
動
物
で
は
な
い（
県
水
産
課
の
話
）」

と
い
う
。ア
キ
サ
ミ
ヨ
ー
。
ま
、食
べ
つ

く
さ
れ
る
ま
で
は
、ま
だ
間
が
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
亀
楽（
き
ら
く
）

な
稼
業
と
洒
落
こ
ん
で
、ウ
ミ
ガ
メ
を

見
守
り
続
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。 
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こ
れ
ら
を
鑑
み
、
今
般
利
用
者
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

を
確
保
・
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

金
融
機
関
が
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル

を
効
率
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
よ

り
幅
広
い
形
態
で
の
銀
行
代
理
業
へ

の
参
入
を
認
め
る
た
め
、
銀
行
と
の

出
資
関
係
を
不
要
と
す
る
と
と
も
に

他
業
の
兼
営
を
可
能
と
す
る
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
わ
せ
て
、
銀
行
代
理
業
の
適
正

か
つ
確
実
な
遂
行
を
確
保
す
る
た
め
、

銀
行
代
理
業
へ
の
参
入
は
許
可
制
と

し
、
他
業
の
兼
営
に
つ
い
て
は
個
別

承
認
制
と
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者

保
護
や
銀
行
の
健
全
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
顧
客
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
や
情
報
開
示
等
に
対
す
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
今
回
の
銀
行
代
理
業
制
度

の
対
象
と
な
る
「
銀
行
代
理
業
」
と

は
、
銀
行
の
た
め
に
①
預
金
ま
た
は

定
期
預
金
等
の
受
入
れ
、
②
資
金
の

貸
付
ま
た
は
手
形
の
割
引
、
③
為
替

取
引
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の

代
理
ま
た
は
媒
介
の
い
ず
れ
か
を
行

う
営
業
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
（
銀

行
法
第
二
条
第
一
四
項
）
。 

1
特集 財務部 

Special  
Edition

　
当
局
は
、
顧
客
保
護
の
観
点
か
ら

銀
行
代
理
業
者
に
対
し
、
報
告
徴
求
、

立
入
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
業
務
改
善
命
令
等
、
銀
行
代
理

業
の
許
可
の
取
り
消
し
、
銀
行
代
理

業
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
停
止
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

銀行代理業についてのお問い合わせは、 
下記までご連絡下さい。 

 
 

那覇市前島2丁目21番7号  
電話  098-862-1944  

 

内閣府沖縄総合事務局　財務部　金融監督課 

預金者等の利便性の向上と銀行経営の効率化を図ることを目的に、 

銀行代理店制度の見直しを柱とした「銀行法等の一部を改正する法律」 

（平成17年法律第106号）が平成18年4月1日に施行されました。 

　
従
前
の
銀
行
代
理
店
制
度
に
お
い

従
前
の
銀
行
代
理
店
制
度
に
お
い

て
は
、
①
法
人
代
理
店
が
銀
行
の

て
は
、
①
法
人
代
理
店
が
銀
行
の

1
0
0

1
0
0
％
子
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い

％
子
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
②
代
理
業
務
以
外
の
業
務

る
ほ
か
、
②
代
理
業
務
以
外
の
業
務

の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、

の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、

代
理
店
は
、
潜
在
的
に
有
効
な
販
売

代
理
店
は
、
潜
在
的
に
有
効
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

機
動
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
、
多
様
な

機
動
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
、
多
様
な

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
活
用

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
活
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
融
業
界
か
ら
は
、

さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
融
業
界
か
ら
は
、

出
資
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
、
業
務
範

出
資
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
、
業
務
範

囲
の
更
な
る
拡
大
な
ど
の
要
望
が
出

囲
の
更
な
る
拡
大
な
ど
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
従
前
の
銀
行
代
理
店
制
度
に
お
い

て
は
、
①
法
人
代
理
店
が
銀
行
の

1
0
0
％
子
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
②
代
理
業
務
以
外
の
業
務

の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、

代
理
店
は
、
潜
在
的
に
有
効
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

機
動
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
、
多
様
な

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
活
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
融
業
界
か
ら
は
、

出
資
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
、
業
務
範

囲
の
更
な
る
拡
大
な
ど
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
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Special Edition

　
従
前
の
銀
行
代
理
店
制
度
に
お
い

て
は
、
①
法
人
代
理
店
が
銀
行
の

1
0
0
％
子
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
②
代
理
業
務
以
外
の
業
務

の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、

代
理
店
は
、
潜
在
的
に
有
効
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

機
動
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
、
多
様
な

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
活
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
融
業
界
か
ら
は
、

出
資
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
、
業
務
範

囲
の
更
な
る
拡
大
な
ど
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 



学 校 家 庭 

04

2
特集 農林水産部 

Special  
Edition　平成１７年７月に施行された食育基本法に基づき、「食育推進基本計画」が平成１８年３月作

成されたので、概要をお知らせします。　　　　　　　　　　　（資料：内閣府食育推進室） 

地 域 

国民運動として食育を推進 

（地域に根ざした食育コンクールより） 

食育の推進に当たっては、国、地方公共団体及び関係者・団体等が連携し、国民運動として、食育を推進することとなっています。  
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食
育
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
、食

育
推
進
運
動
を
重
点
的
か
つ
効
果
的

に
実
施
し
、食
育
の
国
民
へ
の
浸
透
を

図
る
た
め
、毎
年
６
月
を「
食
育
月
間
」、

毎
月
１９
日
を
「
食
育
の
日
」
と
定
め
、

各
種
広
報
媒
体
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
活

用
し
て
そ
の
周
知
と
国
民
へ
の
定
着
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。  

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
６
月
の「
食

育
月
間
」
に
お
い
て
以
下
の
取
組
を
行

い
ま
し
た
。 

  

　
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」の

基
本
的
な
考
え
方
や
活
用
方
法
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
、同
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の

作
成
に
当
た
っ
て
検
討
委
員
を
務
め
ら

れ
た
沖
縄
県
南
部
福
祉
保
健
所
の
島

袋
久
美
枝
氏（
管
理
栄
養
士
）を
講
師

に
迎
え
、八
重
山
地
域（
6
/
21
）及
び

宮
古
地
域（
6
/
22
）で
、開
催
し
ま

し
た
。
八
重
山
・
宮
古
両
地
域
の
説
明

会
で
講
師
を
務

め
ら
れ
た
島
袋

講
師
の
ス
ラ
イ

ド
を
用
い
た
わ

か
り
や
す
い
説

明
に
来
場
者
も
メ
モ
を
取
り
つ
つ
真
剣

な
面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

出
席
者
の
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。  

　
ま
た
、八
重
山
地
域
に
お
け
る「
食
」

に
関
す
る
取
組
事
例
と
し
て
、石
垣
市

立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
石
堂
徳
一
所

長
か
ら
は
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
地
産
地
食
」の
取
組
、Ｊ
Ａ
八
重

山
支
店
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
徳

村
あ
き
子
副
部
長
か
ら
は
、フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
の「
農
作
業
体
験
や
交
流
」
等
の

取
組
に
つ
い
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。  

　
宮
古
地
域
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
宮
古
地
区
青
壮
年
部
の
前
川
晃

賢
評
議
員
か
ら
青
壮
年
部
の
「
農
作

業
体
験
学
習
」
等
食
育
に
係
る
取
組

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
沖
縄
版

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
の
更
な

る
普
及
・
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、

沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
実

践
週
間
」
を
食
育
月
間
中
の
６
月
12

日
（
月
）
か
ら
18
日
（
日
）
に
設
定

し
、
取
り
組
み
ま
し
た
。  

　
実
践
週
間
に
は
沖
縄
総
合
事
務
局

次
長
、
農
林
水
産
部
長
を
は
じ
め
42

人
が
参
加
し
、
沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」
に
沿
っ
た
食
生
活
を

実
践
し
ま
し
た
。  

　
先
ず
、
実
践
日
の
初
日
（
12
日
）

に
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
実
践
予
定

者
等
を
対
象
に
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
基
本

的
な
考
え
方
や
活
用
方
法
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。  

 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ル
マ
ガ
に
よ
る「
食

育
月
間
」
、「
食
育
の
日
」の
普
及
啓
発
、

「
食
育
の
日
」の
庁
内
放
送
及
び
立
て

看
設
置
、「
食
育
月
間
」
周
知
の
た
め

の
朝
ビ
ラ
配
布
等
の
取
組
を
行
い
ま
し

た
。  

  

沖
縄
総
合
事
務
局
の
食
育
担
当
窓
口 

【
農
林
水
産
部
】 

　
消
費
・
安
全
課
　
食
育
推
進
係 

ｔｅｌ 

０
９
８
・
８
６
６
・
０
１
５
６ 

Special Edition

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」 

説
明
会
の
開
催 

1

沖
縄
版
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」 

実
践
週
間
の
取
組 

2

そ
の
他
の
取
組  

 

3
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Special  
Edition

　
従
前
の
銀
行
代
理
店
制
度
に
お
い

従
前
の
銀
行
代
理
店
制
度
に
お
い

て
は
、
①
法
人
代
理
店
が
銀
行
の

て
は
、
①
法
人
代
理
店
が
銀
行
の

1
0
0

1
0
0
％
子
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い

％
子
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
②
代
理
業
務
以
外
の
業
務

る
ほ
か
、
②
代
理
業
務
以
外
の
業
務

の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、

の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、

代
理
店
は
、
潜
在
的
に
有
効
な
販
売

代
理
店
は
、
潜
在
的
に
有
効
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

機
動
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
、
多
様
な

機
動
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
、
多
様
な

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
活
用

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
活
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
融
業
界
か
ら
は
、

さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
融
業
界
か
ら
は
、

出
資
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
、
業
務
範

出
資
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
、
業
務
範

囲
の
更
な
る
拡
大
な
ど
の
要
望
が
出

囲
の
更
な
る
拡
大
な
ど
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
期
目
（
２
０
０
２
年
度
〜
２
０

０
５
年
度
）
に
お
け
る
健
康
関
連
産
業

分
野
で
の
取
り
組
み
は
、
主
に
地
場
資

源
活
用
に
よ
り
商
品
の
移
出
促
進
に
期

待
の
高
い
健
康
食
品
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に
力
を
入
れ
、
技
術
力
、
販
売

力
等
の
経
営
戦
略
支
援
に
よ
る
競
争
力

の
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
民
の
健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
併

せ
て
健
康
食
品
産
業
の
競
合
化
、
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
台
頭
に
よ
り
県
内
健
康
食

品
分
野
が
厳
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
の

も
て
る
強
み
や
国
内
ユ
ー
ザ
ー
の
動
向
等

を
勘
案
し
、
食
品
、
保
養
、
医
療
分

野
の
連
携
強
化
が
必
要
と
の
認
識
に
至

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
中
長
期
計
画

で
は
食
品
（
健
康
食
品
、
化
粧
品
等
）、

保
養
（
エ
ス
テ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
等
）、
医

療
機
関
等
と
連
携
し
、
新
事
業
創
出
、

競
争
力
強
化
等
へ
の
取
り
組
み
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
や
そ
の
た
め
の
組
織

体
制
、
支
援
体
制
等
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。 

経済産業部 

沖縄総合事務局経済産業部では、今年3月に『ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト中長期ビジョン』 
を策定し、２００６年度からの５年間における成長戦略を作りました。 
そこで、その成長戦略を5回にわたり連載し、第1回の全体計画、第2回の健康産業成長戦略、 
第3回の情報産業成長戦略、第4回の加工交易型産業成長戦略、 
第5回で環境関連産業成長戦略を紹介します。 
本稿は、第2回目にあたる健康関連産業分野の成長戦略について紹介します。 

（１） 

食
品
産
業
分
野
の
取
組
 

①
目
標 

　
高
度
化
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
る

競
争
力
強
化 

②
今
後
の
取
組 

　
上
記
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、食
品
の

機
能
性
等
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
確
立
、産
学
ま

た
は
産
産
連
携
等
に
よ
る
商
品
開
発
、原

料
の
地
域
内
産
出
等
に
よ
る
品
質
確
保
及

び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
更
に
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
の
強
化
を

図
り
総
合
的
な
競
争
力
強
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、沖
縄
特
有
の
野

菜
、薬
草
、海
洋
資
源
な
ど
地
域
素
材
の
機

能
性
の
把
握
、利
活
用
を
進
め
る「
沖
縄
県

健
康
産
業
協
議
会
」「
沖
縄
県
健
康
食
品

事
業
協
同
組
合
」
等
と
の
連
携
を
強
化
す

る
た
め
の
場
を
設
け
、Ｅ
Ｂ
Ｈ
の
確
立
、品

質
確
保
、販
促
強
化
等
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
と
と
も
に
商
品
開
発
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
加
え
て
、会
員
企
業
と
大
学
の

シ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進
や
県
外
・
海

外
等
と
の
広
域
連
携
を
進
め
ま
す
。
　
ま

た
、沖
縄
県
を
は
じ
め
関
連
す
る
行
政
機

関
間
の
連
携
を
深
め
、共
通
認
識
の
も
と

に
実
施
す
る
施
策
展
開
を
通
し
て
、関
係

者
が
一
堂
に
会
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。 

（２） 

保
養
産
業
分
野
の
取
組 

①
目
標 

　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
形
成（
観

光
客
、長
期
滞
在
者
、移
住
者
の
増
加
） 

②
今
後
の
取
組 

　
上
記
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
と
販
路
開
拓
、品
質
・エ
ビ

デ
ン
ス
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
の

た
め
、市
場
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
商
品
開
発
に

向
け
た
情
報
提
供
、経
営
戦
略
支
援
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
等
の
活
用
、旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
健
康
志
向
消
費
者

向
け
の
商
品
開
発
や
Ｐ
Ｒ
の
実
施
、更
に
は
、

エ
ス
テ
・
ス
パ
な
ど
の
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド

構
築
に
向
け
た
取
組
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

エ
ス
テ
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
等
の
保
養
の
分
野
に

お
け
る
人
材
の
育
成
を
は
じ
め
Ｅ
Ｂ
Ｈ
確

立
支
援
の
た
め
の
環
境
の
整
備
に
取
り
組

む
と
と
も
に
観
光
と
健
康
の
融
合
に
よ
り

ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ
ゾ
ー
ト
を

形
成
し
ま
す
。 

 

（３） 

医
療
産
業
分
野
の
取
組
 

①
目
標 

　
健
康
長
寿
を
実
現
す
る
医
療
・
介
護
拠

点
の
構
築 

②
今
後
の
取
組 

　
医
療
産
業
分
野
は
、食
品
、保
養
分
野

の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
に
は
、疾
病

に
対
す
る
予
防
や
治
癒
等
で
の
食
事
療
法
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
等
の
商
品
開
発
や
、食
品
、

保
養
分
野
間
の
連
携
強
化
、医
療
拠
点
の

構
築
が
必
要
で
、併
せ
て
統
合
医
療
の
拠
点
、

高
度
医
療
地
域
の
形
成
等
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、医
療
関
係
者
、

関
連
企
業
、団
体
、研
究
者
等
と
の
意
見

交
換
を
通
し
て
、連
携
強
化
を
図
る
と
と

も
に
医
療
側
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
食
品

や
サ
ー
ビ
ス
等
の
商
品
開
発
に
向
け
た
取

組
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、統
合
医
療
に
つ
い

て
は
、県
外
、海
外
の
動
向
等
に
関
す
る
情

報
収
集
等
に
よ
り
関
係
機
関
に
お
け
る
共

通
認
識
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

(４) 

食
品
、
保
養
、
医
療
各
産
業
分
野
に

共
通
し
た
取
組 

①
目
標 

　
沖
縄
健
康
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成（
県

民
及
び
来
県
者
の
健
康
増
進
、県
産
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
強
化
） 

②
今
後
の
取
組 

　
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
良
質
な

シ
ー
ズ
を
供
給
す
る
源
泉
と
し
て
、「
健
康

食
等
の
研
究
や
情
報
の
拠
点
と
な
る
食
品

グ
ル
ー
プ
の
核
」「
健
康
学
の
研
究
や
情
報
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従
前
の
銀
行
代
理
店
制
度
に
お
い

て
は
、
①
法
人
代
理
店
が
銀
行
の

1
0
0
％
子
会
社
に
限
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
②
代
理
業
務
以
外
の
業
務

の
兼
営
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、

代
理
店
は
、
潜
在
的
に
有
効
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

機
動
性
や
柔
軟
性
に
欠
け
、
多
様
な

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
十
分
に
活
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
金
融
業
界
か
ら
は
、

出
資
規
制
の
撤
廃
・
緩
和
、
業
務
範

囲
の
更
な
る
拡
大
な
ど
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

（ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト（沖縄総合事務局経済産業部）のＨＰ） 
http://okn-sgspx01/movehp/oshirase/oshirase/cluster/index.htm 
 

の
拠
点
と
な
る
保
養
グ
ル
ー
プ
の
核
」「
予

防
・
治
療
等
の
研
究
や
情
報
の
核
と
な
る

医
療
グ
ル
ー
プ
の
核
」
作
り
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、琉
球
大
学
や
名

桜
大
学
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
食
品
、保
養
、医
療
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
け
る
求
心
力
を
持
つ
核
組
織
を
形
成

し
、大
学
等
研
究
機
関
及
び
既
存
の
団
体

と
の
連
携
強
化
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
発
掘
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、今
年
度
は
保
養
分
野
に
お
け
る

核
組
織
作
り
の
た
め
に
次
の
取
組
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

 【
広
域
的
新
事
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点

重
点
強
化
事
業
】 

　
本
事
業
は
、OK

IN
A
W
A

型
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

中
核
的
役
割
を
担
う
事
業
者（
推
進
組
織
：

O
K
IN
A
W
A

型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）と
連
携
し
た
取
組
を

行
う
も
の
に
対
す
る
支
援
を
行
う
も
の
で
、

健
康
関
連
分
野
に
お
け
る
同
事
業
は
次
の

通
り
で
す
。 

《
事
業
名
》 

　
健
康
産
業
Ｅ
Ｂ
Ｈ
確
立
支
援
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
事
業 

《
実
施
者
》 

　
学
校
法
人
名
護
総
合
学
園
名
桜
大
学 

《
事
業
の
概
要
》 

　 

県
内
健
康
産
業（
サ
ー
ビ
ス
産
業
含
）に

お
け
る
産
業
の
育
成
及
び
市
場
で
の
競
争

力
獲
得
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の
た
め

に
は
、Ｅ
Ｂ
Ｈ
の
確
立
と
質
の
管
理
・
保
証

が
必
要
で
あ
り
、こ
の
た
め
、大
学
、研
究
機

関
、企
業
な
ど
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
実
施
し
ま
す
。 

　 

具
体
的
に
は
、様
々
な
健
康
産
業
に
お

け
る
Ｅ
Ｂ
Ｈ
の
確
立
支
援
体
制
の
構
築
を

目
的
に
、Ｅ
Ｂ
Ｈ
検
証
専
門
家
部
会
、運
営

専
門
家
部
会
、市
場
調
査
専
門
家
部
会
な

ど
を
設
置
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に
お
い
て
、

各
種
情
報
の
収
集
・
整
理
、Ｅ
Ｂ
Ｈ
ニ
ー
ズ
の

調
査
、Ｅ
Ｂ
Ｈ
検
証
手
法
整
理
、ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
体
制
の
検
討
な
ど
を
進
め
、Ｅ
Ｂ
Ｈ
確

立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、並
行
し
て
、供
給
側
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

及
び
市
場
調
査
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ

い
て
も
検
討
を
実
施
し
ま
す
。 

    

　O
K
IN
A
W
A

型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
、中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、企
業
サ
イ

ド
に
お
け
る
自
立
的
な
取
組
強
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、今
回
、

O
K
IN
A
W
A

型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
民
間
推
進
組
織
事
務

局
：（
財
）南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン
タ

ー
）に
お
い
て
民
間
側
が
主
体
的
に
活
動
す

る
場
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
即
ち
、食
品
分

野
か
ら
下
地
清
吉
氏（
沖
縄
県
健
康
産
業

協
議
会
会
長
）を
、保
養
分
野
か
ら
山
川

杉
乃
氏（
ザ
・
ナ
ハ
テ
ラ
ス
エ
ス
テ
チ
ー
ム
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）を
、医
療
分
野
か
ら
潮
平
芳

樹
氏（
医
療
法
人
友
愛
会
豊
見
城
中
央
病

院
副
院
長
）を
代
表
と
す
る
戦
略
推
進
の

た
め
の「
健
康
関
連
産
業
部
会
幹
事
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
併
せ
て
経
済
産
業
部

に
お
け
る
支
援
体
制
強
化
の
た
め
の
組
織

化
を
図
り
、こ
の
両
輪
体
制
の
構
築
に
よ
り

沖
縄
に
お
け
る
健
康
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の

形
成（
自
立
化
）に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。 

     

　
去
る
６
月
22
日
に
北
海
道
大
学
遺
伝
子

病
制
御
研
究
所
の
西
村
孝
司
教
授
を
お

招
き
し
、「
健
康
を
考
え
る
観
光
の
基
盤
整

備
と
地
域
産
業
の
活
性
化
」
と
題
し
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
西
村
教
授
は
、ス
ギ

花
粉
症
に
悩
む
人
々
向
け
の
滞
在
型
ツ
ア

ー
の
提
唱
者
で
す
。
今
回
の
講
演
会
で
都

市
型
環
境
に
よ
る
人
々
の
免
疫
力
の
低
下

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー

の
最
適
地
で
あ
る
観
光
地
や
ス
ギ
花
粉
が

な
く
環
境
の
よ
い
北
海
道
や
沖
縄
が
治
療

等
の
候
補
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
提
言

し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、当
該
地
域
と

沖
縄
の
連
携
に
よ
り
健
康
へ
の
関
心
の
高
い

消
費
者
の
誘
客
等
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

  

食品産業  

保 養 産 業  

医 療 産 業  

●経営資源（人材・資金・技術）不足 
●販路開拓能力の不足 
●安全性・品質についての不安 
●効用についての説明不足 
●原材料の入手難 

●機能性食品等新製品開発支援 
●本土市場、海外市場開拓支援 
●科学的、実験的エビデンスの確立支援 
●特定保健用食品制度の活用支援 
●県内農業、アジア諸国との連携支援 

高度化・地域ブランドの確立 
による競争力強化 
　（市場の開拓） 

●高度医療施設の不足 
●バイオ・医療関連技術の不足 
●生活習慣病の増加 
●新しい医療哲学への対応不足 
●限界に近づく医療保険制度 

●高度医療技術者、病院の誘致 
●研究者、研究開発企業の誘致 
●診断、予防技術の提供を拡大 
●統合医療の中核的拠点としての育成支援 
●構造改革特別地区の検討 

健康長寿を実現する 
医療・介護拠点の構築 

●観光客の使用金額の伸び悩み 
●魅力ある商品・サービスの不足 
●沖縄の特徴、優位性の説明不足 
●長期滞在希望者の開拓不足 
●受入れ施設の不足 
 

●観光客の滞在日数、活動増加をもたらす多様なプロ
グラム創出支援（文化産業等と連携）　　　 
●連携による新商品・サービス開発支援 
●来沖により元気になる、長生きする、というエビデン
スの確立支援（琉大等との連携） 
●本土の高齢者等へのPR（ﾘﾀｲｱﾒﾝﾄﾘｿﾞｰﾄ） 
●多様な来沖者の受入れ施設の整備促進 

ウェルネス・リゾート産業の形成 
（観光客、長期滞在者、移住者の増加） 
 

目標 
3,400億円 

現状と課題 
2,300億円 取り組むべき事業 

健康関連産業分野食品・保養・医療が一体となった健康アイランドの実現 
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内
閣
府
沖
縄
総
合
事

務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

沖
縄
に
お
け
る
素
材
や
技

術
等
を
始
め
、今
後
成
長

が
期
待
さ
れ
る
産
業
の
ト

レ
ン
ド
や
将
来
像
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、㈱
海
邦

総
研
に
委
託
し
て
「
沖
縄

地
域
産
業
技
術
等
戦
略
マ
ッ

プ
調
査
報
告
書
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。 

　
今
回
の
調
査
で
は
、既

存
の
技
術
等
に
限
定
せ
ず
、

今
後
技
術
の
開
発
・
応
用

に
よ
り
発
展
の
可
能
性
が

あ
る
シ
ー
ズ
の
洗
い
出
し

に
重
点
を
置
い
て
、
各
地

域
に
お
け
る
代
表
的
な

素
材
や
今
後
の
発
展
が

期
待
で
き
そ
う
な
素
材
、

ま
た
、
有
効
な
利
・
活
用

法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

素
材
、廃
棄
物
、遊
休
資

産
な
ど
を
、幅
広
く
多
分

野
に
わ
た
り
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
、

近年、健康や環境をキーワードとした様々な沖縄の素材・加工品が 
メディアで取り上げられ、例えば、シークヮーサー、もずく、海洋深層水、黒麹もろみ酢、塩、海ぶどう、EM
菌などは全国的なビジネスへとつながっています。また、月桃、宮古島ビデンス・ピローサ、乳酸発酵バガ
スなど、今後の展開が期待されるものをはじめ、沖縄には、まだまだ未開発の素材が多く眠っています。 

・旧東風平町地区「有機の町東風平」宣言 
（化学肥料を使わない農業振興） 
・オクラの産地形成とオクラ麺の特産品化 

・造船技術（新糸満造船所、イーストマリン） 
・油の処理場（沖縄油脂事業協同組合） 
・ビニールハウスのビニール処分場 
・＜遊休資産＞新糸満造船所跡地 
 利用計画 

・ハーブの産地指定と関連企業の集積（仲善など） 
・飼肥料関連企業が集積（堆肥づくり、土づくり） 
・たまぐすくのさとうきび酢 
・沖縄サンマーブルのリサイクル大理石 
・イラブーによる地域おこしへの取り組み 
・斎場御嶽( 世界遺産） 

・天然ひじきの増殖技術の確立 
・　＜廃材活用＞ ひじきの煮汁の再利用 
・赤瓦原料の安定確保（ 石炭灰などリサイクル原料の可能性の探索） 

・ミョウガとモロヘイヤの産地形成 
・＜有効活用＞ さわふじエキスの香料への応用 
南西石油西原製油所の石油製品( 県内の６ 割)

・地域とホーメルが連携した島人参の特産品化 
・はごろも牧場のヤギ乳製品（チーズなど）開発 
・中城城跡（ 世界遺産） 
・バイオ２１の県産素材を用いた製品開発 
・沖縄電力LNG 発電所建設予定（2010年）⇒冷熱活用 

・中の町ミージックタウン整備事業による地域の活性化 
・ハマショクの冷風乾燥機を利用したモズク乾燥技術 
・竹製菓の飴玉工場（約50種の飴玉を製造） 
・知花花織復元事業 
・アワセそば製麺工場 

・田芋および加工品のブランド力強化（県外での認知度が低い） 
・うなぎの養殖 
・＜有効活用＞ 火力発電所の温排水、石炭灰などの利用 

・琉球紅じゃがの生産と加工品の開発・特産品化 
・海洋療法を取り入れた施設「かんなタラソ沖縄」 
・バイオメイクのアガリエ菌の活用による環境保全の取組み 
・バイオメイクのバイオ技術：県産素材のエキスの抽出技術 

・沖縄ティーファクトリーの紅茶製造 
・ジャパンアドバンストテクノロジーの 
最高級カスタマイズカー 
・勝連城跡( 世界遺産） 
・＜遊休施設＞ 石油精製基地跡地 

・新属新種の海藻「ヨナグニソウ」 
・琉球天然サンゴカルシウム 
DONAN 

・ヤイトハタ陸上養殖施設 
・赤瓦空家コンドミニアム 
・フェリーの共同利用の検討 
（伊平屋・伊是名・伊江島の３ 島） 
・＜有効利用＞ モズク加工場 
（3月下旬から6月頃のみ稼動） 

・直火炊黒糖製造 
・ケーンセパレーションシステム 
 

・山ブドウを使った特産品開発 
・重要伝統建造物群保存地区 
　　　　　　　(平成12年） 

・鰹節の復活事業 
　（沖縄県の鰹漁業発祥の地） 
・座間味アイランダーズネットワーク 
　（ネット村民） 
・２１ ・ざまみの廃油燃料化。 

・駆除したオニヒトデの再利用 
・渡嘉敷ブランディングプロジェクト 
  による特産品開発 

・海洋深層水の活用研究 
⇒ポイントピュールの海洋深層水配合化粧品 
⇒海ぶどう・クルマエビなどの養殖 
⇒バーデハウス久米島の温浴施設 
・紫金鉱の活用と特産品開発 
・海底鍾乳洞 

・小浜島では黒ゴマの栽培・加工生産 
・＜廃材活用＞黒ゴマ生産の過程で除去される葉と茎の再利用 
・竹富島の重要伝統建造物群保存地区（昭和62年） 

・ヤギによる島おこし 
⇒旧多良間空港跡地をヤギ牧場に 
 （検討中） 
 
 
 
・サトウキビの皮をむいて黒糖を製造、 
他の含蜜糖工場との差別化 

・宮古島ビデンス・ピローサ関連製品の特産品化 
・ハーブ生産の推進（真夏のみ） 
・エタノール燃料（E-3）の開発 
･バガス発電（実験中） 
・オニヒトデの 
 堆肥化 
・＜遊休資産＞ 
埋立地トゥリバー 
 

・＜廃材活用＞ 
浄水場で硬度低減化処理時に 
排出されるペレットの再利用 
・＜廃材活用＞ 
ビニールハウス用のビニール・ 
葉タバコ用のマルチビニール 
  （黒） 

・クロチョウガイ（ 真珠） の養殖 
・石垣牛の皮の高付加価値化 
・パパイヤ養液土耕栽培の汎用化技術 
⇒サトウキビに依存しない農業生産構造の確立 
・石垣の塩（海水100 %の自然塩） 
・＜遊休資産＞葉タバコ工場（4 施設）が閉鎖中 
（染み付いたタバコの臭いを除去できれば再利用可能） 

・無農薬サトウキビから作った 
黒糖の高付加価値ブランド戦略 
・粟国の塩 

・ヤギによる島おこし（ヤギ友の会結成） 
・モクマオウの炭製造、炭製品開発 
・NPO法人島の風による特産品販路開拓 
・伊是名型エコツーリズムを推進 
・天然のノニの葉のお茶の製造を検討中 

・規格外ジャガイモ・カボチャの再利用 
⇒製粉加工施設の建設予定 

・タイリンゲットウの総合利用 
（月桃組合結成） 
・ラム酒の地域ブランド確立 
（グレイスラム） 
・ノエビア化粧品南大東研究所の 
海洋深層水の食塩とにがり／ 
南大東島産クチナシエキス配合化粧品 
・＜有効利用＞インガンダルマの油 

・アーサの産地形成 
・EM 研究機構の 
EM 菌活用の取組み 

・「みりんとぅ」（祝い酒）の 
　特産品化 
・＜廃材活用＞ 
 ヨナグニサンの 
　幼虫の糞（染料） 

・ミョウガの施設園芸 
・おくみどり茶の地域ブランド化 
・薬膳味噌の特産品化 
・持続的エコツーリズムの推進（豊富な自然資源の活用） 

・シークヮーサーの総合利用 
（搾汁残渣の有効活用・各種加工品の開発、 
古木の木工製品化など） 
・丸海の月桃製品きあら（ 蒸留水・石鹸など） 
・自主的なエコツーリズムの推進 
（自然資源および文化資源の活用） 
・＜廃材活用＞芭蕉糸を取った後の繊維の活用 

・パインアップルの総合利用 
（規格外や豊作時の加工製品開発／加熱処理法の確立／葉・茎・根の有効活用） 
・ハーブ関連製品の開発と特産品化 
・エコツーリズム（自然体験）・グリーンツーリズム（農業体験）  
・ブルーツーリズム（海洋レジャー）の推進 

・水耕八重岳のゴーヤー茶などゴーヤー加工品開発 
・シークヮーサーの生産および関連製品のブランド強化 
（勝山シークヮーサー） 
・乳酸発酵バガスを活用した無投薬養豚（津波畜産（ 屋我地島）） 
・羽地地域食品リサイクル事業 
①地域の事業系食品廃棄物の飼料肥料化 
②循環型農業の促進③ 地域農業・畜産業支援など 
　　（田中建設の食品リサイクルプラント） 
・日本果花園のドライ工房 
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Special Edition

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ
ィ
ア
・
ネ
タ

と
し
て
行
政
や
産
業
界
に
お
い
て
幅

広
く
活
用
さ
れ
、地
域
資
源
を
活
か

し
た
多
種
・
多
様
な
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
が

創
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
調
査
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た

素
材
を
も
と
に
、沖
縄
地
域
の
今
後
の

発
展
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
素
材
を

以
下
の
７
つ
の
類
型
で
整
理
し
ま
し
た
。 

 

　
　
①
天
然
素
材
型 

　
　
②
一
次
素
材
型 

　
　
③
最
終
製
品
型 

　
　
④
素
材
混
合
型 

　
　
⑤
技
術
・
研
究
ミ
ッ
ク
ス
型
　    

　
　
⑥
ブ
ラ
ン
ド
ミ
ッ
ク
ス
型 

　
　
⑦
リ
サ
イ
ク
ル
型 

 

　
報
告
書
で
は
、抽
出
さ
れ
た
成
功
例

お
よ
び
可
能
性
を
秘
め
た
素
材
を
中

心
に
、サ
ト
ウ
キ
ビ
、シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
、

月
桃
、海
洋
深
層
水
、ク
チ
ャ
、ヤ
ギ
を

含
む
素
材
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、こ
れ

ら
の
素
材
が
、原
料
か
ら
技
術
や
ブ
ラ

ン
ド
化
に
よ
る
付
加
価
値
を
与
え
る
こ

と
に
よ
り
、最
終
製
品
へ
と
変
化
し
て

い
く
流
れ
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
る
よ

う
図
式
化
し
て
い
ま
す
。 

　
下
図
は
、サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
製
造
さ
れ

る
様
々
な
製
品
の
連
鎖
を
整
理
し
た
も

の
で
す
。サ
ト
ウ
キ
ビ
は
総
合
利
用
へ
の

取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

製
糖
の
過
程
で
排
出
さ
れ
る
バ
ガ
ス
や

廃
糖
蜜
に
つ
い
て
は
、従
来
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
有
機
肥
料
へ
の
堆
肥
化
を
は
じ
め
、

繊
維
加
工
品
や
ラ
ム
酒
、エ
タ
ノ
ー
ル
等

幅
広
い
商
品
・
分
野
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
れ
は
、サ
ト
ウ
キ
ビ
同
様
、地
域
・
企

業
・
技
術
・
設
備
等
を
横
断
的
に
活
用
し
、

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、各
地
域
に
は
、

ま
さ
に
磨
け
ば
光
る
素
材
が
ま
だ
ま
だ

眠
っ
て
い
る
と
い
う
示
唆
が
で
き
れ
ば
と

い
う
試
み
で
あ
り
、特
に
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

な
ど
他
の
い
く
つ
か
の
素
材
に
つ
い
て
は
、

現
状
だ
け
で
な
く
、開
発
・
実
証
段
階
、

今
後
の
製
品
化
が
期
待
さ
れ
る
分
野
な

ど
も
含
め
て
、連
鎖
イ
メ
ー
ジ
図
を
作

成
し
て
い
ま
す
。 

サ ト ウ キ ビ 総 合 利 用 連 鎖 イ メ ー ジ  

天然素材 一次素材 技術設備等 最終製品 ブランド サービス 

外　皮 かりゆしウェア 

黒　糖 

黒　糖 

さとうきび酢 

ラム酒 

E3ガソリン 

黒糖ピーナッツ 

琉球漆器 

グリーン電力 

無投薬豚 

解　繊 紡績（綿混） 

ケーンセパレーションシステム 

製　糖 

食品加工 

繊維加工 

発　電 

発　酵 
（廃糖蜜・乳酸を添加） 

無投薬養豚 

器 漆　芸 

内　皮 

キビ汁 

糖　蜜 

発　酵 

発　酵 

エタノール製造 

黒　糖 

バガス 

乳酸発酵バガス 

落花生 

豚 

地
域
ブ
ラ
ン
ド 

伝
統 

サトウキビ 

【今帰仁村】 
・のーいん（規格外のスイカを煮詰めたスイカの糖蜜） 
・ゆめじんの「畑からできる化粧品」 
・乙羽ファームのアヒル専用処理工場 
・＜有効利用＞ 乙羽ファームのアヒルの卵 
・今帰仁城跡（世界遺産） 

・落花生加工品の特産品化、落花生の二期作の検討 
・シモン芋による特産品開発 
・バイオマスエタノールによるＥ３ 
 ガソリンの製造 
・ハイビスカスを活用した特産品開発 

・「エコポーク」：食品残渣を飼料に飼育した豚 
・豊見城ウージ染め 
・ちゃんぷるー型道の駅豊崎 
⇒台風などで航空機が欠航した場合の 
　休憩施設としても活用 

・㈱沖縄農園のシークヮーサー加工品 
⇒ 残渣の活用を検討 
・シーズのモズク製品 
・深海鮫エキスを使ったサプリメントの製造、 
販売、珊瑚カルシウムの商品化(㈲北斗産業)

・田イモ関連商品開発と特産品化 
（加工食品、ターム染めかりゆしウェアなど） 
・サルピス２１ の月桃関連商品開発 
・沖縄ノーチクバイオの乳酸発酵バガス 
・普天間の旧市役所庁舎跡地再利用による 
SC「サンフティーマ」（TMO事業の成功事例） 

・石川種麹店の黒麹菌生産 
・北谷町漁業協同組合の珊瑚の移植事業 
・ユイマールハウスのノニ蜂蜜 

・ビワ栽培、本土出荷⇒ 生産者増加傾向 
・マルチメディア関連企業誘致事業 
・嘉手納町立嘉手納外語塾 

・アセロラの栽培方法の確立と加工製品開発 
・規格外タンカンの加工製品開発（伊豆味みかん生産組合） 
・琉球バイオリソースの発酵ウコン・発酵ギンネム 

・紅イモ栽培農家の認証制度の導入の検討 
・紅イモの無農薬栽培法の確立 
・イモゾウムシの駆除 
・体験型観光の推進・座喜味城跡（世界遺産） 

・パッションフルーツの皮のお茶（パッションフルーツ研究会） 
・植付用サンゴの養殖 
・観光連携型海ぶどう養殖（ブランド力強化） 
・沖縄エコ㈱の生ゴミ処理プラント 

・伝統工芸品のブランド化推進 
・漆工のバガスを使った琉球漆器 
・オキネシアの県産素材のオリジナル商品 
（月桃香、カーブチーの香水など） 
・日本再資源開発研究所の多孔質レンガ 
・レキオファーマの内痔核硬化療法剤 
・マグナデザインネットのLS I開発 
・首里城、識名園などの世界遺産 
・「なはI T人材特区｣ 
・＜遊休資産＞ 旧ダイエー那覇店の活用 

⑤技術研究ミックス型 

②一次素材型 

③最終製品型 

③最終製品型 

⑦リサイクル型 

⑦リサイクル型 

⑦リサイクル型 

⑦リサイクル型 

⑦リサイクル型 

⑥ブランドミックス型 

⑤技術研究ミックス型 

⑤技術研究ミックス型 

リサイクル型 

④素材混合型 
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自
然
災
害
、
事
故
及
び
テ
ロ
に
対

し
て
、
今
の
日
本
が
「
危
険
だ
と
思

う
」
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
危
険

だ
と
思
う
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合

は
『
グ
ラ
フ
１
』
の
と
お
り
で
あ
り
、

国
民
の
７
割
以
上
が
今
の
日
本
は
危

険
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。  

　
そ
の
理
由
と
し
て
、
以
下
に
あ
げ

る
事
象
が
推
測
で
き
ま
す
。 

5
特集 開発建設部・運輸部 

Special  
Edition

〜
国
民
の
７
割
以
上
が
今
の
日
本
は

危
険
だ
と
認
識
〜 

 

どちらかといえば 
安全だと思う 

21.1%危険だと思う 

28.5%

7割以上が 

危険と認識 
 

わからない 

5.6%

どちらかといえば 
危険だと思う 

42.1%

安全だと思う 

2.7%

■
自
然
災
害
の
頻
発 

■
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
・
事
件
の
続
発 

■
構
造
計
算
書
偽
装
問
題
の
発
生 

　
日
本
は
自
然
災
害
被
害
額
の
地
域

別
割
合
で
全
世
界
の
15
・
4
％
を
占
め

て
お
り
、ま
た
、世
界
有
数
の
地
震
国

で
あ
り
、
95
年
〜
04
年
に
お
け
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
0
以
上
の
地
震
回
数
は
、

全
世
界
の
22
・
2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

国
土
・
自
然
条
件
か
ら
、地
震
、台
風
、

集
中
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
対
し
脆

弱
な
国
土
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
16
年
か
ら
17
年
に
か
け
て
、交

通
分
野
に
お
け
る
事
故
や
安
全
上
の

ト
ラ
ブ
ル
、さ
ら
に
は
公
共
交
通
機
関

を
標
的
と
し
た
テ
ロ
事
件
、海
賊
事
件

等
が
国
内
外
に
お
い
て
続
発
し
ま
し
た
。 

　
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）3
月
の

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
の
列
車
同
時

多
発
爆
破
テ
ロ
事
件
、2
0
0
5
年（
平

成
17
年
）7
月
の
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
で
の

地
下
鉄
等
同
時
多
発
爆
破
テ
ロ
事
件

等
公
共
交
通
機
関
を
標
的
と
し
た
テ

ロ
事
件
が
全
世
界
で
発
生
し
て
お
り
、

同
年
3
月
の
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
の
日
本

籍
船
襲
撃
事
件
等
の
海
賊
及
び
船
舶

に
対
す
る
武
装
強
盗（
い
わ
ゆ
る「
海
賊
」）

事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
  

　
平
成
１８
年
4
月
１１
日
に
「
平
成
１７

年
度
国
土
交
通
白
書
」
が
閣
議
発
布
、

公
表
さ
れ
、沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て

も
、
去
る
6
月
１１
日
に
「
国
土
交
通

白
書
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

　
本
特
集
で
は
、「
平
成
１７
年
度
国

土
交
通
白
書
」
の
概
要
に
つ
い
て
ご

照
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

構造計算書 

建　築　主 

設　計　者 

施　工　者 

工　事 国土交通大臣指定 
指定確認検査機関 

構造計算発注 
建築構造 
設計事務所 

違反があった場合の 
確認の失効通知書 

確認検査の 
報告（概要） 

確認申請書 
提出 

確認済み証 
発行 

設計発注 

設計資料等 
の提出 
工事管理 

工
事
発
注 

使用開始 

資料）国土交通省 
指導監督 

中間検査 

完了検査 

指定 

特定行政庁 
（地方公共団体） 

国 

偽装 

不適切な 
確認審査 

【世界における自然災害被害額の地域別割合】 

　
建
築
物
の
構
造
計
算
書
偽
造
問
題

に
関
し
、国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、関

係
府
省
や
地
方
公
共
団
体
と
一
体
と

な
っ
て
、「
構
造
計
算
書
偽
装
問
題
に

関
す
る
関
係
閣
僚
に
よ
る
会
合
」で
と

り
ま
と
め
た
「
構
造
計
算
書
偽
装
問

題
へ
の
当
面
の
対
応
」
に
基
づ
き
、マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
等
の
安
全
と
居
住
の
安

定
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、現
行
制
度
の
検
証
及
び

再
発
防
止
策
の
検
討
等
を
実
施
し
ま

し
た
。 
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国
土
交
通
省
は
、こ
れ
ま
で
、自
然

災
害
に
備
え
た
地
震
対
策
や
治
水
対

策
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、事
故
に

対
す
る
行
政
と
事
業
者
に
よ
る
総
合

的
な
安
全
対
策
を
実
施
し
て
き
た
結

果
、国
民
の
安
全
・
安
心
の
向
上
に
相

当
程
度
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、

予
想
し
な
か
っ
た
事
例
の
発
生
等
を
背

景
と
し
て
多
く
の
国
民
が
今
の
日
本

は
危
険
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。  

　
近
年
、大
規
模
地
震
発
生
の
切
迫

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
施
設
能
力

を
超
え
る
豪
雨
が
発
生
し
て
い
る
と
い

っ
た
自
然
的
条
件
の
変
化
が
見
ら
れ
る

と
と
も
に
、自
然
災
害
、事
故
、テ
ロ
等

我
が
国
の
内
外
に
お
い
て
発
生
し
て
い

る
事
例
に
つ
い
て
は
、社
会
構
造
の
変

化
等
に
伴
っ
て
顕
在
化
し
て
き
た
課
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、真
の

安
全
・
安
心
社
会
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、こ
の
よ
う
な
課
題
に
適
切
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　  ○
少
子
高
齢
化
に
伴
う
課
題  

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
に
伴
う

課
題  

○
人
口
や
交
通
等
の
集
中
、孤
立
集
落
の

発
生
に
伴
う
課
題  

○
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、技
術

の
高
度
化
等
に
伴
う
課
題  

○
建
築
物
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
課
題  

○
経
済
活
動
の
広
域
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
伴
う
課
題  

○
有
害
物
質
の
使
用
に
伴
う
課
題  

○
社
会
資
本
の
老
朽
化
に
伴
う
課
題 

      

○
防
災
・
減
災
対
策
の
総
合
的
な
実
施  

○
官
・
民
共
同
に
よ
る
運
輸
の
安
全
性
確

保
・
向
上
へ
の
取
組
み  

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を

踏
ま
え
た
施
策
の
推
進  

○
連
携
の
強
化  

○
建
築
物
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
信
頼

の
回
復  

○
有
機
物
質
の
危
険
性
へ
の
対
応  

○
社
会
資
本
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新

の
推
進  

　  　
第
２
章
で
提
示
し
た
課
題
の
解
決
の

た
め
に
、国
土
交
通
省
と
し
て
は
以
下

に
示
す
基
本
姿
勢
を
遵
守
し
、『
安
全
・

安
心
社
会
の
確
立
』に
向
け
た
施
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。  

　  ①限
ら
れ
た
財
源
や
人
員
を
、安
全
・
安

心
の
確
保
に
最
優
先
で
活
用
す
る
。  

②
施
策
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、常
に
施
策
を
点
検
し
、

不
断
の
見
直
し
・
改
善
を
行
う
。  

③
自
然
災
害
、事
故
等
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
最
優
先
と
し
つ
つ
も
、常
に

不
測
の
事
態
を
想
定
し
、被
害
を
最
小

化
す
る
危
機
管
理
対
策
を
講
じ
る
。  

④
国
民
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
危
険
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、国
民
に
わ

か
り
や
す
い
形
で
開
示
す
る
。  

　  　 

以
上
　
駆
け
足
で
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
が
、紙
面
の
関
係
上
ご
紹
介
で

き
て
い
な
い
施
策
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い

ま
す
。  

　
興
味
の
あ
る
方
は
、左
記
U
R
L
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。  

　  国
土
交
通
白
書
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/hakusyo

/m
lit/h17/index.htm
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■
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
広
が
り  

 

　
平
成
１７
年
６
月
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
問
題
が
、そ
れ
を
取
り
扱
う
労

働
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
国
民
の
問

題
で
あ
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、社
会
的
な
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
 
 

　
平
成
１７
年
12
月
に
政
府
と
し
て
と

り
ま
と
め
た
「
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
係

る
総
合
対
策
」
を
踏
ま
え
、国
土
交
通

省
と
し
て
も
、今
後
の
被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
の
対
応
、隙
間
な
い
健

康
被
害
者
へ
の
対
応
及
び
国
民
の
有

す
る
不
安
へ
の
対
応
と
し
て
、各
種
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 
 

 

調査件数 

鉄道駅 
（旅客スペース） 201社 20駅 

4バスターミナル 

2空港 

936棟 

228団地 
（809棟） 

※この他除去済み 
のもの26団地 

13,099棟 
※この他除去済み 
のもの3,250棟 

2,253社 

95空港 

バスターミナル 
（旅客スペース） 

空港ターミナル 
（旅客スペース） 

84,276棟 国家機関の建物 

40,200団地 
（247,401棟） 公共住宅 

254,689棟 民間建築物 

吹付けアスベスト等の 
使用が確認された件数 

1バスターミナルについては飛散防止対策済み 
他のバスターミナルについては、ビニールによる被覆等
の対策済。平成17年度内に除去工事を実施する予定 

地方公共団体と連携して除去等の対策を推進。多数
の者が利用する建築物について吹付けアスベスト等
の除去等を支援するため平成17年度補正予算を計上。
住宅については、既存制度によりお支援。また、建
築物における吹付けアスベスト等の使用を規制する
ことを内容として建築基準法を改正（第164回国会
冒頭に一括法案として提出、18年2月10日公布） 

325棟については飛散防止対策（封じ込め等）実施済み 
直ちに飛散するおそれは小さいと考えられるが、残る施
設については飛散防止対策等を実施（官庁営繕部等所
管の緊急に対応するものについては平成17年度補正予
讃を計上） 

220団地については飛散防止対策（封じ込め等）実
施済み 
残り8団地については、直ちに飛散による被害が発生
するおそれは小さいと考えられるが、適切かつ迅速
に対策を実施（うち、現時点で4団地は着手済み、残
り4団地は今後対策予定） 

すべて飛散防止対策済み 

15駅については飛散防止対策済み 
吹き付けアスベスト等が露出している5駅については、
事業者において現状では飛散する状況にないことが確
認されているが、除去とウオ飛散防止対策を実施中で、
平成17年度内には完了する予定 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

（注）1　「吹付けアスベスト等」とは、吹付けアスベスト及びアスベストを含有する吹付けロックウールをいう。 
2　①～⑥のアスベスト対策の実態調査については逐次フォローアップをしていく予定 
3　⑥の吹付けアスベスト等の使用が確認された件数については調査件数254,689棟のうち、 
　　民間建築物の所有者等から189,971棟の報告があったものを基に集計したもの 

【国土交通省によるアスベスト対策の実施状況（平成18年2月末現在）】 
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、沖
縄
に
お

け
る
創
業
や
事
業
発
展
等
の
意
欲
を

喚
起
し
て
、今
後
の
沖
縄
の
一
層
の
振
興
、

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰
を
平
成
16
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、今
年
度
で
３

回
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
竹
林
局
長
は
、受
賞
者
へ
の
あ
い
さ
つ

の
中
で
「
沖
縄
の
本
土
復
帰
以
来
、県

民
を
挙
げ
て
、沖
縄
振
興
の
た
め
の
努

力
が
続
け
ら
れ
、沖
縄
の
社
会
経

済
は
着
実
に
発
展
し
て
き
て
お
り
、

近
年
、気
候
・
風
土
な
ど
沖
縄
の

特
性
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
や
、独
自
性
を
持
っ
た
着
想
等

に
よ
る
商
品
開
発
及
び
事
業
展
開
、

あ
る
い
は
長
年
に
わ
た
る
観
光
振

興
、地
域
振
興
活
動
な
ど
、沖
縄

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
る
企
業
や
個
人
も
多
く
な
っ

て
い
る
。こ
う
し
た
優
れ
た
活
動

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
様
々

な
創
意
工
夫
や
、地
道
な
努
力
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、実
績
を
あ
げ

て
こ
ら
れ
た
方
を
顕
彰
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、他
の
企
業
や
団
体
、個

人
の
方
々
の
励
み
に
な
り
、ま
た

意
欲
も
刺
激
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

　
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、 

 

㈲
沖
縄
長
生
薬
草
本
社 

　
創
業
以
来
自
ら
薬
草
を
栽
培
し
、

様
々
な
研
究
を
重
ね
ら
れ
、薬
草
を

ブ
レ
ン
ド
し
た
お
茶
や
薬
草
を
利
用

し
た
数
多
く
の
健
康
食
品
を
開
発

す
る
な
ど
、沖
縄
の
健
康
食
品
産
業

の
技
術
の
底
上
げ
に
貢
献 

 

㈱
沖
縄
有
機 

　
家
畜
排
せ
つ
物
等
の
様
々
な
資

源
を
活
用
し
て
良
質
な
た
い
肥
を

生
産
し
、
そ
の
た
い
肥
を
利
用
し

た
土
づ
く
り
の
普
及
啓
蒙
活
動
等

を
実
践
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
及
び
環
境
保
全
型
農
業
の
普
及

な
ど
に
貢
献 

 

小
林
茂
夫
氏 

　
東
京
か
ら
沖
縄
に
移
住
し
て
以
来
、

地
域
活
動
を
通
じ
て
沖
縄
観
光
の

地
域
資
源
で
あ
る
海
浜
の
環
境
保

全
や
ウ
ミ
ガ
メ
等
海
域
生
物
の
生
態

系
の
保
全
等
、沖
縄
の
観
光
振
興
に

貢
献 

 

㈱
ハ
イ
ウ
ェ
ー
ブ 

　
県
内
の
音
楽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
積

極
的
に
発
掘
、プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、独

自
の
販
売
網
及
び
販
売
方
法
を
確

保
し
て
県
外
市
場
を
開
拓
す
る
こ

と
に
よ
り
、県
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

行
う
音
楽
活
動
の
成
果
を
県
内
産

業
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
な
ど
、沖
縄
の
音
楽
産
業
の
活
性

化
に
貢
献 

 

山
城
定
雄
氏 

　
交
流
型
農
村
の
実
現
に
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
地
域
へ
の
経

済
効
果
を
高
め
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
、
沖
縄
の
自
然
を
生
か

し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
自
ら
活
躍
し
、
後
進

の
育
成
に
も
貢
献 

「
沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰
」 

　
　
　
　
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た 

沖
縄
復
帰
記
念
日
に
あ
た
る
5
月
１５
日
（
月
）に
、 

「
沖
縄
振
興
功
績
者
表
彰
」
の
表
彰
式
を
行
い
、 

沖
縄
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
5
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

SHIGOTONO*MADO

01
01

総務部 

総務部 

開発建設部 

財務部 

運輸部 

02
03
04

前列左から㈱ハイウェーブ　比嘉社長、㈱沖縄有機　伊波代表取締役、竹林局長、 
㈲沖縄長生薬草本社　下地代表取締役、小林茂夫氏、山城定雄氏 
後列左から秋本農林水産部長、渡口次長、藤本次長、河合総務部長、仁賀経済産業部長 



13

　
本
事
業
は
、沖
縄
県
の
リ
ゾ
ー
ト
計

画
に
対
応
し
た
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
の
整
備
を
目
的
と
し
た 

「
平
良
港
コ
ー
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト
計
画
」

と
し
て
平
成
５
年
度
よ
り
宮
古
島
市

（
旧
平
良
市
）と
国
が
協
力
し
て
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。 

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
が
海
と
触

れ
合
う
快
適
で
潤
い
の
あ
る
空
間
を

創
造
す
る
た
め
、以
下
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　 自
然
環
境
の
保
全
・
創
造
の
取
り
組
み 

①
出
島
方
式
に
よ
る 

　
自
然
海
岸
の
保
全 

　
環
境
保
全
及
び
水
辺
の
特
性
を

活
か
し
た
景
観
形
成
や
親
水
性
を

確
保
す
る
た
め
、既
存
の
海
岸
線
と

埋
立
地
の
間
に
水
路
を
設
け
る
「
出

島
方
式
」
と
し
、自
然
海
岸
を
保
全

し
ま
し
た
。 

②
サ
ン
ゴ
移
植
に
よ
る 

自
然
環
境
の
保
全
・
創
出 

　
防
波
堤
建
設
で
消
滅
す
る
サ
ン
ゴ

群
体
の
一
部
を
ト
ゥ
リ
バ
ー
地
区
の
親

水
防
波
堤
に
移
植
す
る
こ
と
に
よ
り
、

サ
ン
ゴ
の
保
全
と
、移
植
先
で
の
新
た

な
環
境
創
造
を
図
っ
て
お
り
、移
植

サ
ン
ゴ
の
み
な
ら
ず
自
然
着
床
し
た

サ
ン
ゴ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
　  

③
自
然
石
の
使
用
に
よ
る 

サ
ン
ゴ
等
の
着
床
促
進
　 

　
親
水
護
岸
・
防
波
堤
の
被
覆
石
に

は
、サ
ン
ゴ
等
の
海
生
生
物
が
着
床

し
や
す
い
よ
う
に
多
孔
質
な
琉
球
石

灰
岩
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

④
人
工
海
浜（
養
浜
）に
よ
る 

藻
場
の
再
生
　 

　
人
工
海
浜
の
沖
側
に
高
被
度
の

藻
場
が
あ
り
、整
備
に
あ
た
っ
て
濁

り
等
環
境
に
配
慮
し
て
施
工
し
た

結
果
、こ
れ
ら
周
辺
の
藻
場
が
健
全

に
保
全
さ
れ
、人
工
海
浜
で
も
早
期

に
藻
場
が
再
生
し
て
い
ま
す
。 

自
然
環
境
の
活
用
　 

①
水
路
及
び
周
辺
の
自
然
環
境
の
活
用
　

　
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
通
じ
て
探
検
気
分

を
味
わ
い
な
が
ら
、水
路
に
残
さ
れ
た

自
然
を
身
近
に
感
じ
て
体
験
学
習
が

で
き
る
と
と
も
に
、き
の
こ
岩
な
ど
の
海

岸
地
形
や
戦
時
中
の
特
攻
艇
秘
匿
壕

跡
等
の
史
跡
も
見
学
で
き
、歴
史
や
平

和
学
習
と
し
て
も
活
用
で
き
る
場
所
で

あ
る
た
め
、地
元
小
学
生
や
県
外
旅
行

者
を
対
象
に
試
験
的
に
自
然
体
験
学

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

② 

人
工
海
浜
の
自
然
環
境
の
活
用 

　
人
工
海
浜
に
再
生
し
た
ア
マ
モ
場
は
、

水
際
線
の
近
く
ま
で
良
好
な
藻
場
が

形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、安
全
に
生

物
観
察
・
採
集
が
で
き
る
た
め
生
物
観

察
会
に
適
し
て
お
り
、地
元
小
中
学
生

を
対
象
に
し
た
生
物
観
察
会
を
試
験

的
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、環
境
保
全
・
創
造
の
取
り
組
み
や

自
然
学
習
会
の
実
施
が
地
元
に
も
注
目

さ
れ
、今
年
度
よ
り
地
元
企
業
に
よ
る

自
然
体
験
学
習
会
（
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に

よ
る
水
路
散
策
）と
人
工
海
浜
で
の
藻

場
観
察
会
が
事
業
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

平
良
港
ト
ゥ
リ
バ
ー
地
区
が 

　
　 

土
木
学
会
環
境
賞
を
受
賞 

「
ト
ゥ
リ
バ
ー
地
区
の
自
然
海
岸
の
保
全
・
活
用
と
サ
ン
ゴ
移
築
に
よ
る
環
境
創
造
」 

SHIGOTONO*MADO

02
開発建設部 

総務部 

開発建設部 

財務部 

運輸部 04

02
03

01

「
平
良
港
ト
ゥ
リ
バ
ー
地
区
整
備
事
業
」
に
お
け
る
環
境
保
全
・
創
造
の
取
り
組
み
が
土

木
学
会
に
評
価
さ
れ
、「
平
成
１７
年
度
土
木
学
会
環
境
賞
・
Ⅱ
グ
ル
ー
プ（
環
境
保
全
・
創
造

に
貢
献
し
た
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
授
与
）
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

サンゴ群体の移植状況 

トゥリバー地区全景 

表彰状とトロフィー 水路を活用した自然体験学習 
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第
９
回
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査 

  

（
平
成
１８
年
4
〜
6
月
期
調
査
）
沖
縄
管
内
分 

SHIGOTONO*MADO

03
財務部 

各
企
業
の
景
況
感
の
現
状
判
断
に
お
い
て
、建
設
業
等
に
低
調
な
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
悪
化
し
て
い
る

も
の
の
、観
光
や
個
人
消
費
が
引
き
続
き
好
調
な
こ
と
か
ら
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
お
り
、先
行
き

に
つ
い
て
も
緩
や
か
な
回
復
傾
向
が
続
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対す
る経営者の判断を調査し、経済・財政政策運営の
基礎資料を得ることを目的として、統計報告調整
法に基づく承認統計調査として年４回（２、５、８、１１
月）実施。 

平成１８年５月２５日 

　判断項目／ 
　18年４～６月期及び６月末見込み、 
　18年７～９月期及び９月末見通し、 
　18年10～12月期及び12月末見通し  
　計数項目／ 
　18年度上期実績見込み及び18年度下期見通し 

ＢＳＩの計算法 

例　「貴社の景況」の場合 

回収率 
（％） 

対　象 
企業数 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

134   
21   

113   
31   
9   
7   

21   
24   

122  
19  

103  
29  
8  
7  

17  
23  

91.0  
90.5  
91.2  
93.5  
88.9  

100.0  
81.0  
95.8  

回　答 
企業数 

（単位：社） 

全産業では「下降」超幅がやや拡大、 
先行きは「上昇」超に転じる見通し 

１８年 
1～3月 
前回調査 

１８年 
4～6月 
現状判断 

１８年 
7～9月 
見通し 

１８年 
１０～１２月 
見通し 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

食料品製造業 
窯業･土石製品製造業 

7.7

38.1

66.7

50.0

0.0

16.7

11.1

16.7

7.1

9.1

9.9

15.8

11.1

0.0

14.7

41.4

25.0

0.0

0.0

0.0

1.7

26.3

44.4

50.0

2.9

34.5

0.0

14.3

5.9

17.4

6.7

4.8

33.3

25.0

9.6

22.2

22.2

16.7

21.4

18.2

19.2

9.5

50.0

25.0

21.7

5.6

22.2

33.3

7.1

45.5

2.5

31.6

44.4

25.0

2.9

10.3

25.0

0.0

11.8

0.0

貴社の景況判断ＢＳＩ（前期比「上昇」－「下降」社数構成比） 

  １８年４～６月期の貴社の景況判断ＢＳＩをみると、製造業では食料
品などは上昇企業が増加していることから、「下降」超から「上昇」
超に転じている。非製造業では建設などは下降企業が増加してい
ることから、「上昇」と「下降」の均衡から「下降」超となっている。
 この結果、全産業では「下降」超幅がやや拡大している。  

　１８年７～９月期は製造業は「上昇」超幅が拡大し、非製造業は「下降」超幅が縮小することから、全産
業では「上昇」超に転じる見通しとなっている。  
　１８年10～12月期は製造業は「上昇」超幅が拡大し、非製造業は「下降」超幅が横ばいとなることか
ら、全産業では「上昇」超幅がやや拡大する見通しとなっている。 

調査対象企業の範囲 
沖縄県内に所在する資本金1千万円以上の法人企業 
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総務部 

開発建設部 

財務部 

運輸部 04

01

03
02

全産業で現状、先行きとも「不足気味」超 

１８年度は増収見通し 
18年度 

下期 上期 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

2.8

1.9

2.9

0.4

9.2

3.5

1.7

2.8

3.7

1.5

3.9

7.4

14.2

1.0

2.1

0.2

2.0

2.4

2.0

6.1

3.9

6.0

1.3

5.3

3.6

0.5

4.1

6.0

7.8

4.5

5.6

3.6

18年度 
下期 上期 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

7.3

2.5

8.9

40.7

14.8

5.9

30.5

3.5

5.1

3.3

5.3

5.5

2.3

4.3

19.7

6.3

13.7

10.2

1.5

5.1

518.5

11.4

36.4

  １８年６月末時点の従業員数判断ＢＳＩをみると、製造業では「不足気味」超から「不足
気味」と「過剰気味」が均衡となっている。非製造業では引き続きサービス、情報通信
が「不足気味」超となっているものの、建設が「過剰気味」超に転じていることから「不
足気味」超幅が縮小している。この結果、全産業では「不足気味」超幅が縮小している。
  

　１８年９月末時点は引き続き製造業は「不足気味」と「過剰気味」が均衡し、非製造業
は「不足気味」超幅が縮小することから、全産業では「不足気味」超幅が縮小する見通
しとなっている。 
　１８年１２月末時点は非製造業は「不足気味」超幅が縮小するものの、製造業は「不足
気味」超になることから、全産業では「不足気味」超幅が拡大する見通しとなっている。 

１８年3月末 
前回調査 

１８年6月末 
現状判断 

１８年9月末 
見通し 

１８年１２月末 
見通し 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

20.2

14.3

21.7

22.2

33.3

16.7

0.0

31.8

9.1

0.0

10.8

13.8

37.5

14.3

0.0

26.1

6.6

0.0

7.8

10.3

37.5

14.3

5.9

13.0

13.5

14.3

13.3

11.1

44.4

33.3

0.0

22.7

14.4

9.5

15.7

5.6

44.4

33.3

0.0

22.7

7.4

10.5

6.9

13.8

37.5

14.3

11.8

13.0

従業員数判断ＢＳＩ（期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比） 

  売上高を前年同期比で見ると、１８年度上期は、製造業、非製
造業とも「増収」とみていることから、全産業では2.0％の「増
収」見込みとなっている。 
　１８年度下期は、製造業、非製造業とも「増収」とみているこ
とから、全産業では3.7％の「増収」見通しとなっている。 
 １８年度通期は、製造業、非製造業とも「増収」とみているこ
とから、全産業では2.8％の「増収」見通しとなっている。  
 

１８年度は増益見通し 

  経常利益を前年同期比で見ると、18年度上期は、製造業、非製
造業とも「増益」とみていることから、全産業では３．５％の「増益」
見込みとなっている。  
　18年度下期は、製造業で「減益」とみているものの、非製造業
で「増益」とみていることから、全産業では７．３％の「増益」見通し
となっている。　  
　18年度通期は、製造業、非製造業とも「増益」とみていること
から、全産業では５．２％の「増益」見通しとなっている。  
 

１８年度は前年度を上回る見通し 

  １８年度の設備投資計画額は、全産業では
64.7％の増加と前年度を上回る見通しと
なっている。  
 

18年度 
下期 上期 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

64.7

48.0

78.7

92.8

261.7

22.1

16.6

66.6

64.0

83.8

17.7

28.4

116.3

50.8

62.7

28.8

73.3

492.6

481.9

23.3

3.9

44.0

24.1

53.0

56.4

82.5

0.9

18.5
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正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

は
、
「
人
よ
り
目
立
ち
た
い
、

も
っ
と
多
く
の
荷
物
を
積
み
た
い
」

と
の
身
勝
手
な
目
的
か
ら
基
準
に
そ

ぐ
わ
な
い
改
造
を
さ
れ
た
自
動
車
を

一
掃
す
る
と
し
て
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
啓
発
や
街
頭
検
査
等
を
実
施
す

る
も
の
で
、
平
成
２
年
か
ら
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。  

　
運
輸
部
に
お
い
て
も
管
内
で
こ
の

運
動
に
取
り
組
む
と
し
て
、
沖
縄
県
、

沖
縄
県
警
察
本
部
、
県
内
各
市
町
村

及
び
自
動
車
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
て
、
ラ
ジ
オ
の
ス
ポ
ッ
ト
放
送
、

県
や
市
町
村
の
広
報
紙
及
び
新
聞
へ

の
掲
載
、
公
共
施
設
等
で
の
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
う

と
と
も
に
、
先
島
を
含
む
県
内
８
ヶ

所
に
お
い
て
街
頭
検
査
を
実
施
し
、

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
不
正
改
造
に
関

す
る
認
識
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。  

 

　
な
お
、不
正
改
造
の
事
例
と
し
て
は
、 

①
灯
火
の
色
が
限
定
さ
れ
て
い
る
ブ

レ
ー
キ
ラ
ン
プ
等
の
色
を
白
く
す

る
た
め
の
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
の
装
着 

②
運
転
席
・
助
手
席
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

着
色
フ
ィ
ル
ム
貼
り
付
け 

③
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
黒
煙
の
排
出
を
悪

化
さ
せ
る
燃
料
ポ
ン
プ
の
調
整
等 

④
消
音
器
（
マ
フ
ラ
ー
）
の
切
断
・

取
り
外
し 

⑤
タ
イ
ヤ
及
び
ホ
イ
ー
ル
の
車
体
（
フ

ェ
ン
ダ
ー
）
外
へ
の
は
み
出
し 

⑥
ダ
ン
プ
カ
ー
へ
の
さ
し
枠
の
取
り

付
け 

⑦
大
型
車
の
車
検
後
の
燃
料
タ
ン
ク

の
増
設 

⑧
突
入
防
止
装
置
（
リ
ア
バ
ン
パ
ー
）

の
切
断
・
取
り
外
し 

⑨
前
面
ガ
ラ
ス
へ
の
装
飾
板
の
装
着 

⑩
基
準
に
不
適
合
と
な
る
リ
ア
ウ
イ

ン
グ
の
取
り
付
け 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。  

　
ま
た
、
強
化
月
間
中
に
お
け
る
管

内
で
の
街
頭
検
査
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

         

　
特
に
、
暴
走
族
車
両
を
中
心
に
取

り
締
ま
る
と
し
て
実
施
し
た
深
夜
の

街
頭
検
査
（0:30

〜2:00

）
で
は
、

検
査
車
両
46
台
の
中
で
７
台
に
つ
い

て
「
整
備
命
令
書
」
を
交
付
し
て
お

り
ま
す
。 

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
及
び 

「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て 

国
土
交
通
省
で
は
、
去
っ
た
６
月
を
「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
の
強
化
月
間
と
定
め
、 

「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
連
携
し
な
が
ら
、 

関
係
省
庁
及
び
自
動
車
関
係
団
体
等
と
協
力
し
て
こ
れ
ら
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。  

 

SHIGOTONO*MADO

04
運輸部 

総務部 

開発建設部 

財務部 

運輸部 

01

04

02
03

整備命令 
発令件数 

件 

不正改造 
車両数 

台 台 

整備不良 
車両数 

台 人 回 

検査 
車両数 出動人員 実施回数 

不 
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NAIK
AKUF

U

DAYO
RI.

REPO
RT

2006

か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
の
 

　
　
普
及
・
促
進
に
つ
い
て
 

内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、 

ク
ー
ル
ビ
ズ（
６
月
１
日
か
ら
の
夏
の
ビ
ジ
ネ
ス
用
軽
装
）の
 

ひ
と
つ
と
し
て
「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
の
普
及
・
促
進
を
 

沖
縄
県
と
協
力
し
て
図
っ
て
い
ま
す
。
 

月
26
日
か
ら
沖
縄
県
名
護

市
で
行
わ
れ
た
「
第
４
回

日
本
・
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム

首
脳
会
議
（
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
）
」
に
お
い
て
、
小
泉
総
理
大

臣
や
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
加

盟
国
首
脳
ら
は
、
「
か
り
ゆ
し
ウ

ェ
ア
」
を
着
用
し
、
会
議
に
臨
み

ま
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
５
月

27
日
か
ら
沖
縄
県
那
覇
市
で
行
わ

れ
た
地
球
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
「
太

平
洋
・
島
こ
ど
も
環

境
サ
ミ
ッ
ト
（
第
2

回
沖
縄
こ
ど
も
環
境

大
臣
サ
ミ
ッ
ト
）
」

に
お
い
て
も
、
参
加

国
（
14
ヵ
国
、
2
地

域
）
及
び
沖
縄
の
離

島
の
子
供
44
人
が
「
か

り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
を

着
用
し
、
討
議
を
行

い
ま
し
た
。
 

 

た
、
５
月
31

日
に
は
、
稲

嶺
沖
縄
県
知
事
が
、

ミ
ス
沖
縄
ス
カ
イ
ブ

ル
ー
と
と
も
に
小
泉
総
理
大
臣
及

び
小
池
沖
縄
担
当
大
臣
を
表
敬
し
、

「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
小
泉
総
理
大
臣
は
、
翌

日
、
贈
呈
さ
れ
た
「
か
り
ゆ
し
ウ

ェ
ア
」
を
着
用
し
て
、
総
理
大
臣

官
邸
へ
出
邸
、
そ
の
後
の
国
会
審

議
な
ど
に
も
臨
み
ま
し
た
。
 

 

月
31
日
に
は
、
ア
ジ
ア
発

の
温
暖
化
防
止
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
「C

O
O
L
 A
SIA
 2006

」

が
東
京
都
渋
谷
区
の
表
参
道
ヒ
ル

ズ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
稲
嶺
沖
縄

県
知
事
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
モ

デ
ル
と
し
て
出
演
し
、
「
か
り
ゆ

し
ウ
ェ
ア
」
を
ク
ー
ル
ビ
ズ
先
進

事
例
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
 

 

閣
府
沖
縄
担
当
部
局
の
み

で
は
な
く
、
内
閣
府
全
体

へ
の
着
用
の
普
及
を
図
る
た
め
、

５
月
10
日
よ
り
、
内
閣
府
各
部
局

に
「
か
り
ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
購
入
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
購
入

希
望
を
募
り
ま
し
た
。
現
在
約
１

０
０
着
の
購
入
希
望
が
あ
り
、
今

後
も
随
時
希
望
を
募
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
６
月
１
日
の
ク
ー
ル
ビ
ズ

が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
は
、
執
務

の
際
に
、
積
極
的
に
「
か
り
ゆ
し

ウ
ェ
ア
」
を
着
用
し
、
そ
の
普
及
・

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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Ⅰ
・
沖
縄
に
お
け
る
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
動
向 

  

数字の小道 す う じ の  

こ み ち  

　
近
年
、日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ

ー
ン
の
中
で
、沖
縄
県
出
身
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
活
躍
が
著
し
く
、

沖
縄
が
一つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て

全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま

す（
表
１
参
照
）。 

　
特
に
平
成
14
年
に
、モ
ン
ゴ
ル

8
0
0
の
ア
ル
バ
ム「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

が
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
と
し
て
初
の
ミ

リ
オ
ン
セ
ラ
ー
を
記
録
し
て
以
来
、

沖
縄
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
躍
も
目
立
ち

始
め
て
い
ま
す
。
 

　
音
楽
業
界
の
関
係
者
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、沖
縄
の
人

は
日
常
の
生
活
の
中
で
、民
謡
等

に
触
れ
る
機
会
が
数
多
く
あ
り
、

こ
う
い
っ
た
土
壌
の
中
か
ら
独
特

の
感
性
が
養
わ
れ
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
の
礎
が
築
か
れ
る
ほ
か
、

音
楽
セ
ン
ス
が
高
い
聴
衆
が
育
ま

れ
、こ
れ
が
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
技
術
力
の
向
上
を
招
く
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を
生
ん
で
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
 

  

　
今
年
も
７

月
1
日
、2
日

に
沖
縄
市
で
ピ

ー
ス
フ
ル
ラ
ブ
・

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

観
客
動
員
数
は
、

モ
ン
ゴ
ル
8
0
0

に
代
表
さ
れ
る

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
の
人
気
も
手
伝
っ

て
、平
成
13
年
以
降
目
立
っ
た
増
加
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
に
は
6
0
0
0

人
に
到
達
し
た
よ
う
で
す（
図
1
参
照
）。 

　
演
劇
分
野
に
お
い
て
は
、昨
年
の

佐
敷
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
話
題
に

な
っ
た
ほ
か
、地
元
劇
団
の
沖
縄
芝

居
や
演
劇
な
ど
が
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。特
に
、う
る
ま
市（
旧
勝
連
町
）

の
中
高
生
が
演
じ
る
現
代
版
組
踊

の「
肝
高（
き
む
た
か

）の
阿
麻
和
利（
あ
ま
わ
り

）」

は
、平
成
12
年
の
初
上
演
以
降
、昨

年
ま
で
に
公
演
回
数
80
余
回
、観
客

動
員
数
は
、延
べ
６
万
人
を
越
え
、

県
外
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
見
ら
れ

る
な
ど
、人
気
と
な
っ
て
い
ま
す（
表

2
参
照
）。 

出典：主催者発表数値から作成 

※写真：「ピースフルラブ・ロックフェスティバル2006から（同フェスティバル実行委員会提供） 
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Ⅱ
・
沖
縄
市
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
構
想 

出典：ぴあ総合研究所推計 

　
沖
縄
市
に
は
、戦
前
か
ら
地
域

住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
エ
イ
サ
ー
、

京
太
郎（
ち
ょ
ん
だ

ら
ー

）な
ど
の
伝
統
芸
能

が
あ
り
、そ
れ
ら
は
戦
争
と
い
う
過

酷
な
状
況
を
潜
り
抜
け
、戦
後
、地

域
の
文
化
や
民
衆
娯
楽
と
し
て
復

興
を
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、ジ
ャ
ズ

や
ロ
ッ
ク
な
ど
ア
メ
リ
カ
文
化
の
影

響
を
大
き
く
受
け
、多
彩
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
芸
能
が
醸
成
さ
れ
、多
く

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
 

　
現
在
、沖
縄
市
内
に
は
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
や
民
謡
酒
場
が
数
多
く
あ
り
、

週
末
は
音
楽
好
き
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、ピ
ー
ス
フ
ル
ラ
ブ
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
コ
ザ
音
楽
祭
、沖
縄
音

楽
市
な
ど
様
々
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、こ
の
よ
う
な
環
境
の
中

か
ら
沖
縄
民
謡
と
ポ
ッ
プ
ス
を
融
合

さ
せ
た
バ
ン
ド
な
ど
新
し
い
音
楽
性

を
も
っ
た
若
い
世
代
が
台
頭
し
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
、沖

縄
市
で
は
、音
楽
等
地
域
の
文
化
資

源
を
活
用
し
た
新
文
化
産
業
の
創

出
に
よ
り
地
域
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、平
成
17
年
に
地

域
再
生
計
画
「
国
際
文
化
観
光
都

市
　
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

計
画
」
の
認
定
を
受
け
、「
音
楽
ビ

ジ
ネ
ス
振
興
を
軸
と
し
た
観
光
の

ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
」（
地

域
提
案
型
雇
用
創
造
推
進
事
業
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
19
年
7
月
に
は
、沖
縄
米

軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特
別

事
業
を
活
用
し
て
整
備
中
の
施
設

「
音
市
場
」の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
お
り
、こ
れ
を
核
と
し
て

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
育
成
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
関
連
分
野
の
人
材
育
成
を

支
援
す
る
体
制
を
整
え
、C
D
や
パ

ッ
ケ
ー
ジ
作
成
を
は
じ
め
、関
連
グ
ッ

ズ
の
制
作
等
に
よ
る
音
楽
の
産
業

化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
 

   　
音
楽
市
場
調
査
会
社
エ
ス
・
ア
イ
・

ピ
ー
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
の
市
場
占
有
率
が
平
成
11
年

2
・
5
％
か
ら
平
成
15
年
8
・
1
％

ま
で
に
伸
び
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、録

音
技
術
の
進
歩（
デ
ジ
タ
ル
化
）に
よ

り
、従
来
の
1
／
10
程
度
の
低
コ
ス

ト
で
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
が
Ｃ
Ｄ
等

を
自
主
製
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

よ
う
で
す
。い
わ
ば
、音
楽
活
動
の

場
が
従
来
の
よ
う
に
、音
響
設
備
が

整
っ
て
い
る
東
京
の
よ
う
な
大
都
市

一
極
集
中
型
か
ら
、地
方
都
市
に
も

拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
 

　
ま
た
、ぴ
あ
総
合
研
究
所
の
調
査

に
よ
る
と
平
成
12
年
以
降
、音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど
の
ラ
イ
ブ
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
動
員
数
や
市

場
規
模
は
い
ず
れ
も
増
加
基
調
に

あ
り
ま
す（
図
2
参
照
）。
音
楽
市

場
で
は
、野
外
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、ま
た
、演
劇

市
場
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
古
典
芸

能
が
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、音
楽
や
演

劇
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
産

業
に
着
目
し
、こ
れ
ら
の
地
域
資
源

を
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
に
結

び
つ
け
る
取
組
み
は
、地
域
振
興
の
一

つ
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。
 

　
本
誌
3
月
号（
な
か
ゆ
く
い
①
）

で
紹
介
し
た
と
お
り
、観
光
客
の
30

・
2
％
が
「
沖
縄
の
文
化（
祭
り
、イ

ベ
ン
ト
、工
芸
、食
な
ど
）を
楽
し
む
」

と
い
う
目
的
で
沖
縄
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
沖
縄
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
観
客
の
1
／
3
か
ら
1
／
2
は

本
土
か
ら
の
観
光
客
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
観
光
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

す
る
中
で
、音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
演

劇
な
ど
の
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
が
沖
縄
観
光
の
新
た
な
メ
ニ
ュ

ー
の
一
つ
に
な
る
こ
と
は
十
分
に
期

待
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、今
回
取
材
し
た
現
代
版

組
踊
「
肝
高
の
阿
麻
和
利
」
を
主
宰

す
る
「
あ
ま
わ
り
浪
漫
の
会
」の
場

合
、地
元
の
小
中
学
生
が
演
じ
る
こ

と
に
よ
り
、地
元
の
歴
史
・
文
化
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、地
元
に

対
し
て
誇
り
を
も
ち
始
め
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、先
輩
達
が
後
輩
へ
積

極
的
に
指
導
し
た
り
、子
供
た
ち

自
身
が
自
主
的
に
工
夫
を
取
り
入

れ
て
い
く
な
ど
、子
供
た
ち
の
自
主

性
や
積
極
性
を
養
う
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、地
域
の
子
供
た
ち

の
健
全
な
育
成
に
役
立
っ
て
い
る
こ

と
も
注
目
さ
れ
る
点
で
す
。
 

Ⅲ
・
今
後
の
可
能
性
 

「音市場」完成イメージ（夜景） 
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KYOKUNO*UGOKI

沖縄不発弾等対策協議会を開催 

6月長雨土砂災害における自治体支援 

 

去る５月１７、１８日と２４日、名護、那覇、石垣統計・情報センターで「ハブ講
習会」が開催されました。これは、毎年７月以降に実施される面積調査で

センター職員が農地等の現場に出る機会が多くなりハブに咬まれる危険

への対応等として開催しています。  

　講習会は、県公害衛生研究所の寺田・勝連両氏により日頃の研究成果

を基にビデオ等を用いて、ハブ咬傷の実態、ハブの生態、ハブに咬まれた

ときの応急処置などについて説明が行われました。沖縄本島では、もとも

と生息しているハブとヒメハブに加えて、新たにサキシマハブ、タイワンハ

ブの２種類が定着増殖している報告もありました。県内では、２００４年ハブ

咬傷統計では６８人がハブに咬まれており、このうち農作業中に咬まれた

方が６０パーセントとなっています。 また、職員に本物のハブを見てもらい、

無毒蛇との見分け方や動きについて説明しました。  

　今回の講習会の開催によりハブの生態等に関する基礎知識や咬傷の

際の応急処置等の知識を付与することによって危険防止に役立つと思わ

れます。 　　　　　　　　　　　 

ハブ講習会を開催 
沖縄総合事務局各統計・情報センター 

農林水産部 

知事懇談会を開催 開発建設部 

沖縄における社会資本整備に関して、県幹部と沖縄総合事務局幹部との懇談会を６月２２日（木）に県庁知事室にて行いました。 
　本懇談会は「地方分権改革推進会議」からの提言で、「地方公共団体幹部と地方部局との定期的会議」を設置し、所管事業（主に直轄事業）に係る情報
交換、意思疎通の円滑化を図ることが求められていることから、Ｈ１５年度より実施しております。 
　懇談会には、県より稲嶺知事、嘉数副知事、首里土木建築部長が、沖縄総合事務局からは竹林局長、渡口次長、佐藤開発建設部長、岩見企画調整官が出
席し、冒頭に竹林局長が挨拶、次に渡口次長により、『Ｈ１８年度の開発建設部主要事業』について説明を行いました。 
　説明を行った後、県側からはじめに、先日の災害に対する迅速な協力に対しお礼の言葉がありました。その後、厳しい財政、社会情勢の中、沖縄県と沖縄
総合事務局が共通の認識を持って更に連携を強めていくことを確認しました。 
 
 
沖縄では、戦後６１年を経た今もなお、全国の４割以上のシェアで不発弾が発見されています。 
　沖縄不発弾等対策協議会は、沖縄における不発弾等の調査、探査、発掘、除去及び処分等に関する情報の交換並び
に対策を協議検討し、地域住民の安全に資することを目的に、昭和４９年より毎年『慰霊の日』にあわせ開催しています。 
　今年も６月２２日（木）に協議会で、平成１８年度の調査実施個所、関係機関における役割・連携の確認など活発な議論
が交わされました。 
 
 
沖縄地方においては、活発な梅雨前線による大雨の影響で、中城村北上原等では土砂崩れに伴う県道、村道の崩
壊が発生し、周辺家屋への避難指示、避難勧告が出されるなど、これまでに類を見ない大規模な災害となりました。 
　沖縄総合事務局は、中城村長等からの支援要請に基づき被災翌日から、照明車の出動をはじめ、衛星通信車、対策本
部車さらにKuーSAT（衛星小型画像電送装置）を配備し、関係自治体等への映像情報をリアルタイムで配信しました。 
  また、県からの要請により２次被害防止に向けた応急対策工事を行うためロボQ（簡易遠隔操作装置）を手配、貸与
し、仮設排水施設の迅速な施工の支援を行いました。併せてワイヤーセンサー及び伸縮計による監視システムを構築
し、２４時間体制での監視を継続しています。 
さらに、本年４月に導入した防災ヘリコプターを活用し、上空からの被災箇所の調査を行う等被災自治体に対する支援
を実施しています。 

沖縄・新エネルギー・シンポジウムの開催等 
～沖縄を巡る新エネルギーの動き～ 

経済産業部 

去る6月20日(火)、那
覇市内のホテルで「沖縄・
新エネルギー・シンポジ
ウム」がNEDO、経済産
業省、経済産業部との
連携の下、開催され、
600名の聴衆が集まり
ました。 
　シンポジウムでは、二
階経済産業大臣が５月に策定された新・国家エネルギー戦略等につ
いて説明した後、有識者等によるパネルディスカッションが行われま
した。 
  新・国家エネルギー戦略は、昨今の内外の環境変化から我が国のエ
ネルギー安全保障の確立等を実現する戦略です。この中で、運輸部
門の目標として、2030年に現在ほぼ100％の石油依存度を80％
程度とするとし、そのためにバイオエタノール生産拡大に向けた地域
の取組への支援を具体的取組の一つとして挙げています。 
　現在、沖縄では伊江村と宮古島市においてそれぞれサトウキビから
バイオエタノール精製や自動車用燃料としての実証に関する研究開
発が行われています。二階大臣も、稲嶺知事、沖縄経済界との意見交
換を行った後、資源エネルギー庁長官とともに、翌21日(水)宮古島に
渡り研究開発の進捗状況等を視察しました。 
　沖縄の新エネルギーを巡る今後の動きが注目されています。 



　佐藤浩孝　前開発建設部長の転任
に伴い、平成18年7月11日付けで
開発建設部長に佐藤孝夫氏が就任した。 
 
　昭和53年運輸省入省、平成8年（財）
運輸経済研究センター主任調査役、
平成10年運輸省第二港湾建設局鹿
島港湾工事事務所長、平成11年運輸
省第四港湾建設局下関調査設計事務
所長、平成13年国土交通省航空局飛
行場部計画課地域航空施設計画官、
平成15年広島県土木建築部空港港
湾局長、平成17年国土交通省北海道
局港政課長歴任後現在に至る。 
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I N F O R M A T I O N 人事異動のお知らせ 
開発建設部長に 

佐藤 孝夫氏が就任 
 

　初岡道大　前財務部長の転任に伴い、
平成18年7月1日付けで財務部長に
酒井慎一氏が就任した。 
 
　昭和60年大蔵省入省、平成11年
大蔵省東北財務局理財部金融監督第
一課長、平成13年公営企業金融公
庫総務部企画課次長、平成15年財
務省北海道財務局理財部金融監督官、
平成16年在外研究員として英国派遣、
遣、平成17年財務省東海財務局理
財部次長を歴任後現在に至る。 

財務部長に 

酒井 慎一氏が就任 

 

　渡口潔　前沖縄総合事務局次長の
転任に伴い、平成18年6月29日付け
で沖縄総合事務局次長に宇塚公一氏
が就任した。 
 
　昭和51年建設省入省、平成9年建
設省大臣官房政策企画官、平成10年
建設省河川局治水課流域治水調整官、
平成12年建設省都市局下水道部流
域下水道課長、平成13年国土交通省
都市・地域整備局下水道部流域管理官、
平成14年国土交通省四国地方整備
局河川部長、平成16年日本下水道事
業団関東・北陸総合事務所所長兼東
日本本部部長を歴任後現在に至る。 

沖縄総合事務局次長に 

宇塚 公一氏が就任 

 

陸運関係功労者陸運事務所長表彰 運　輸　部 

う　　 づか  　 　こう　　いち さか　　い  　 　  しん　　いち さ　　とう　 　  たか　 　お 

６月１５日（木）、沖縄総合事務局陸運事務所において「平成１８年度陸運関係功労者陸運
事務所長表彰」の表彰式を開催しました。  
　本表彰は、県内において自動車運送事業、自動車整備事業等の陸運関係事業に従事する
役員、従業員等で当該事業に対する功績が顕著であった者、また、 永年にわたり業務に精励
し、勤務成績が優秀な者に対し毎年行われており、今回の受賞者は、役員９名、一般従業員１６
名、運転者２４名、整備士８名の計５７名と自動車関係事業のうち使用済み自動車を適正に処
理する等、環境対策に積極的に取り組んだ３社に対して、金城所長から功績に対する表彰状
の授与が行われました。  
　また、受賞者の方々に対して、「多年に亘り陸運関係事業に精励されるとともに、それぞれ
の事業分野において長年培った知識と技能を発揮され、県民に対し質の高いサービスを提
供して頂くとともに、業界全体の活性化やレベルアップを図って頂くよう期待しております。」
と、式辞を述べました。 

2006年5月号群星［正誤表］ お詫びと訂正 

関係者の皆さまに対し、
ご迷惑をおかけしました。
訂正してお詫び致します。 

1頁（地域の目）：2段目の6行目 誤）が300人を突破→　正）が300万人を突破 

13頁（仕事の窓）：表（■主要ホテルの客室稼働率、客室単価）の3月客室単価 

誤）④架橋関連産業→　正）④環境関連産業 

誤）155,534→　正）15,534

誤）港湾管理課→正）港湾管理室 

6頁（特集）：図（産業クラスター計画の分野別取組み）の　現状【2003年】　及び　目標値【2010年】 

21頁（お知らせ）：図　開発建設部　内の　平成18年4月1日　から 
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